 様式Ａ （表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<府立支援学校、国私立の中学校用>
　　　　　　　　　　　　　令和元年　月　日　

　　大阪府教育委員会教育長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志願者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　　昭和・平成　　　　年　　　月　　　日

令和元年度大阪府公立高等学校秋季入学者選抜小論文等配慮事項申請書

　下記の者は次の理由により以下の配慮を希望しておりますので、よろしくお取り計らいくださるようお願いします。

記

１　志願先高等学校　　府立桃谷高等学校　

２　小論文等に係る配慮事項
　　① 次のア～オに○をつけること。複数可。　
　　② オについては、希望する介助の具体的な内容などを、４の欄に明記すること。
	
	　ア 点字による受験及び小論文の時間の延長（１．５倍）
　イ 小論文の時間の延長（約１．３倍）
　ウ 代筆解答
　エ 自己申告書の代筆
オ 介助者の配置
	



３　介助について
	
	 希望する介助の内容
	

	
	 介助にあたる者の氏名（中学校教諭）
	 志願者との関係
	



４　障がいの種別・状況
　(1) 障がいの種別
	
	 障がい者に関わる手帳の有無、交付年月日、等級など
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次頁に続く）


 様式Ａ （裏）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<府立支援学校、国私立の中学校用>
　(2) 障がいの状況
　　○視力、視機能障がいの種別、たとえば、視野狭窄、眼球振とう、近距離視力等、その他参考となる経過・現症をできるだけ具体的に記入すること。
　　○体幹の機能障がい・両上肢の機能障がいの状況について、座位保持能力、筆記能力等、参考となる経過・現症をできるだけ具体的に記入すること。
	
	
	



５　(1) 学校所見欄
（学校生活の状況や学校における配慮事項等について具体的に記入すること。）
	
	
	



　
(2) ＜別表２＞による配慮の申請について（無または有の□内に✔印を記入し、有の場合は、該当する項目の□内に✔印を記入すること。）
　　　　□　無
　　　　□　有・・□検査用紙の拡大
　　　　　　　　　□その他【具体的内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
[bookmark: _GoBack]　　　　＊＜別表２＞による配慮申請は、様式Ｄを８月23日（金）までに、桃谷高等学校長に提出すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年　　月　　日

受験上の配慮の申請について、上記のとおり相違ないことを具申します。

　　学校名　　　　　　　　　　　　　　　校長氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

